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話

第
五
話
　
す
れ
違
う
愛
　
　

INFORMATION

編
集
後
記

幕末土佐の芝居絵師・金蔵

（通称・絵金）。彼は土佐

各地の祭礼に多くの芝居絵

屏風を残しました。絵金蔵

は、平成17年２月、赤岡の

地に残る23点の芝居絵屏風

を収蔵・ 保存するために作

られた施設です。

絵金蔵の三つの使命

年
に
一
度

‥
絵
金
の
文
化
を

　
　
　
　   

守
る
た
め

伝
承

‥
次
の
世
代
へ

　
　
　
　 

伝
え
る
た
め

縁
結
び

‥
地
域
を
超
え
て

　
　
　  

世
代
を
超
え
て

　
　
　
（
副
蔵
長
・
福
原
僚
子
）

     〔絵金蔵〕

開館時間　
　午前9時～午後5時
　（入館は午後4時半まで）

観覧料
　大人500円、高校生300円
　小・中学生150円
　（15名以上の団体は各50円引き）

休館日
　毎週月曜日
　（月曜が祝日の場合は火曜）

　 12月29日～1月3日

☆ 

第
五
十
一
回
　
ど
ろ
め
祭
り

日
　
時
　
四
月
八
日
（
日
）
午
後
一
～
三
時
　

場
　
所
　
国
道
五
五
号
線
沿
い
赤
岡
町
役
場
よ
り
約
五
〇
ｍ
南

　
　
　
　 

　
ご
め
ん
奈
半
利
線
「
あ
か
お
か
駅
」
よ
り
徒
歩
五
分

駐
車
場
　
高
木
酒
造
事
務
所
横
・
赤
岡
町
役
場
駐
車
場

電
　
話
　
〇
八
八
七-

五
五-

一
八
〇
〇

　
　
　
　
　
　
参
加
費
無
料
　
＊
な
る
べ
く
御
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆ 

第
十
二
回
　
高
木
酒
造
酒
蔵
開
放

　
年
に
一
度
の
お
客
様
感
謝
デ
ー
。
酒
蔵
見
学
、
試
飲
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
話
題
の
宇

宙
酒
を
は
じ
め
、
こ
だ
わ
り
の
大
吟
醸
し
ず
く
酒
や
純
米
吟
醸
、
お
り
酒
、
ゆ
ず
酒
な
ど

「
豊
の
梅
」
の
主
な
商
品
を
ご
用
意
。
粕
汁
、
お
り
酒
饅
頭
、
味
噌
田
楽
な
ど
も
ご
ざ
い

ま
す
（
一
部
有
料
）
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。

日
　
時
　
四
月
二
十
九
日
（
日
・
祝
）
午
前
十
時
～
午
後
三
時
　

場
　
所
　
赤
岡
町
海
浜
　
　
　
　
　
　
＊
小
雨
決
行

駐
車
場
　
商
工
会
館
・
新
、
旧
漁
港
船
溜
り
周
辺
ほ
か

電
　
話
　
香
南
市
商
工
会
（
〇
八
八
七-

五
四-

三
〇
一
四
）
　

☆ 

芝
居
小
屋
「
弁
天
座
」
つ
い
に
完
成
！

日
　
時
　
七
月
二
十
一
日
（
土
）
、
二
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
五
時
～
　
　
　
　
　
＊
絵
金
祭
当
日

演
　
目
　
「
浄
瑠
璃
式
三
番
叟
」
、
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
「
葛
の
葉
子
別
れ
」
、

　
　
　
　
　
義
経
千
本
桜
「
道
行
」

交
　
通
　
ご
め
ん
奈
半
利
線
「
あ
か
お
か
駅
」
よ
り
徒
歩
五
分

駐
車
場
　
赤
岡
町
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
・
赤
岡
町
商
工
会
駐
車
場

電
　
話
　
弁
天
座
（
〇
八
八
七-

五
七-

三
〇
六
〇
）

　
弁
天
座
は
も
と
も
と
大
正
年
間
に
こ
の
地
に
建
て
ら
れ
た
芝
居
小
屋
で
、
美
空
ひ
ば
り

を
は
じ
め
と
す
る
昭
和
の
名
優
た
ち
が
数
多
く
公
演
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
当
初
の
弁
天
座
は
昭
和
四
五
年
の
台
風
に
よ
り
大
壊
し
、
そ
の
後
は
農

協
の
集
荷
場
と
な
っ
て
年
に
一
回
、
絵
金
歌
舞
伎
伝
承
会
が
歌
舞
伎
公
演
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
場
所
が
今
夏
、
花
道
や
回
り
舞
台
、
空
井
戸
な
ど
を
備
え
た
本
格
的
な
芝
居

小
屋
と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
す
。
絵
金
歌
舞
伎
伝
承
会
に
よ
る
新
た
な
舞
台
で
の
公
演
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

　
風
、
光
、
花
の
香
り
‥

大
好
き
な
春
が
よ
う
や
く
や

っ
て
き
ま
し
た
。
海
風
の
強

い
赤
岡
で
は
、
寒
い
思
い
を

し
た
分
、
春
の
気
配
が
強
く

感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
今
回
は
春
に
ち
な
ん
だ
作

品
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
も

っ
と
も
っ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
絵
金
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
‥
そ
ん
な
思

い
か
ら
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
、

お
ま
け
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
絵
金

の
新
た
な
側
面
を
ご
紹
介
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

白描画　芝居絵の顔

香我美町絵金資料館所蔵

あ
し
や
ど
う
ま
ん
お
お
う
ち
か
が
み

じ

ょ

う

る

り

し

き

さ

ん

ば

そ

う

み
ち
ゆ
き

　
や
っ
と
向
か
い
の
弁
天
座

が
完
成
！
本
格
的
な
芝
居
小

屋
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

映
画
等
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方

が
で
き
る
施
設
と
な
り
ま
し

た
。

　
運
営
は
土
佐
絵
金
歌
舞
伎

伝
承
会
を
中
心
と
す
る
「
弁

天
座
運
営
委
員
会
」
が
行
い

ま
す
。
貸
館
が
主
な
業
務
で

す
が
、
住
民
な
ら
で
は
の
活

動
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

絵
金
蔵
も
協
力
し
て
、
と
も

に
赤
岡
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
芝
居
絵
は

義
経
千
本
桜
「
鮨
屋
」
。
絵

金
歌
舞
伎
今
年
の
演
目
「
道

行
」
の
前
の
場
面
に
あ
た
り

ま
す
。
歌
舞
伎
の
内
容
は
少

し
難
し
く
感
じ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
歌
舞
伎
と
蔵
通

信
で
少
し
で
も
身
近
な
も
の

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　  

（
蔵
長
・
横
田
恵)





ごぞんじでしたか？ 絵金蔵のティーサロン。

　絵金蔵では土間ホール（入口すぐ）にてサロ
ン営業を行っています。蔵の古材を使ったテー
ブルや椅子で、ゆっくりお過ごしいただけるス
ペースです。サロンのみのご利用も歓迎 ! ぜひ
ご利用下さい。

コーヒー　　　200円
抹茶　　　　　200円
（干菓子付き）

あめ湯　　　　200円
（あられ付き）

ラムネ　　　　150円
お茶サービス　無料

市の施設？

　　何が見られるの？

　絵金蔵では赤岡町内の各地区が所蔵する23点の芝居絵屏風を保存し
ています。これらの作品とあわせて、絵金の生涯、作品に関する様々
な資料を展示、映像と合わせてご覧いただけます。
　但し、収蔵庫の「蔵の穴」から見て頂く2点をのぞいて展示品は全て
レプリカとなっています。それは、古くから年に一度の祭りの際にし
か本物は出さなかった伝統を守りたい、という所蔵者の思いがまずあ
ったこと、そしてすでに傷みの少なくない屏風絵をより良い状態で後
世に残すための選択でした。
　絵金蔵では月に一度、収蔵庫の蔵の穴に入る本物の作品の展示替え
を行い、また2ヶ月に一度、闇の中の絵金展示室の9点の作品（レプリ
カ）の展示替えを行っています。

　絵金蔵は平成17年2月、旧赤岡町によって建てられ、現在
は香南市の建物になっています。しかし実際の運営は市では
なく、市より管理者として指定を受けた絵金蔵運営委員会が
職員2名を雇用し、施設・収蔵品管理から企画、グッズ開発
・販売、会計経理ほか蔵に関わる全ての業務を行っています。
　絵金蔵運営委員会は赤岡町内を中心とする地域の人々22名
で構成。委員は開館前より8年間に及ぶワークショップに参
加し町づくりに関わってきたメンバーで、本業のかたわら無
償で「蔵」を育てる様々な仕事をしています。

ボランティアもいる？

　当蔵の日常の業務を行うのは蔵長、副蔵長の2人。研修に
出かけたり、数十名の団体の来館者を受け入れる際は、どう
しても人手不足となります。そんなとき、力を貸して下さる
のが地域のボランティアの皆さま。現在24人が登録し、受
付やお茶のサービスなどのほか、蔵の面倒をわが子のように
みて下さっています。
　当番以外の日にも様子を見に来て下さるボラボラさん（ブ
ラブラ！？）、その他展示解説や生け花、経理の補助をして
くださる方々もいらっしゃいます。いまや絵金蔵の運営にな
くてはならない、強力なサポート軍団です。

絵 金 蔵 Ｑ ＆ Ａ
絵馬提灯（全12点）/紙本着色
65.0×83.0　絵金資料館（香我
美町）所蔵

絵馬提灯

義経千本桜

「義経千本桜」の12場面を祭礼に掲げる絵
馬提灯。本来、こうした絵は祭の後、焼き
捨てられる消耗品でした。これらの作品は
絵金が晩年、中風を患った後、左手で描い
たものと伝えられています。

<大序　堀川館の場>
源義経の妻で平時忠の娘、卿の君が実は
頼朝名代の川越太郎の子であったことが
判明。不仲となった頼朝と義経の板挟み
となった卿の君は自害する。かたわらで
嘆くのは義経と静御前。

<大序　堀川館の場>
源義経の妻、卿の君の前で舞を披露する義経
の愛妾、静御前。

　<大序　堀川館の場>
頼朝の討手、土佐坊正尊の首を引っこ
抜く弁慶。

　　<大序　堀川館の場>
宮中へ参内した際、左大臣朝方に乱暴をはたらいたか
どで義経の勘気を受け、泣いて忠誠を訴える弁慶。
右は義経との間でとりなす静御前。



い
が
み
の
権
太
は
い
か
め
し
く

若
君
内
侍
を
猿
縛
り
。

宙
に
引
立
て
目
通
り
に
ど
つ
か

と
引
す
へ

絵金を
、読む

。

　悪役の本心

維盛の詮議に来た源頼朝

の臣、梶原景時。はじめ

は是が非でも平維盛を捕

えようとする非情な悪役

として描かれていますが

この段の結末では単なる

悪人ではない、懐の深い

人物であったことが明ら

かとなります。

〔参考文献〕

『赤岡町史』赤岡町教育委員会　1980年7月

『高知県百科事典』高知新聞社　1976年7月

村上元三『現代語訳　日本の古典18　義経千本桜』学研　1980年9月

『歌舞伎事典』平凡社　1993年4月

『日本古典文学大系99　文楽浄瑠璃集』岩波書店　1972年11月

『絵金展　土佐の芝居絵と絵師金蔵』高知県立美術館　1996年

沼野正子『ほんとうはおもしろいぞ　歌舞伎　義経千本桜』汐文社　2005年11月

　魚まるかじり！？

詮議そっちのけで魚をほ

おばる家臣。これは生の

魚ではなく、鮎のなれ鮨

（酢を使わずご飯と魚を

重ねて桶に漬け、発酵さ

せたもの）。絵金はこう

したシリアスな場面の背

景に、それを茶化すよう

な人物をよく描いていま

す。

実
在
す
る
釣
瓶
鮨

　
奈
良
県
吉
野
郡
下
市
町
に
は
義
経
千
本
桜
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
「
釣
瓶
鮨
屋
弥
助
」
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。
店

の
庭
に
は
維
盛
の
遺
骨
を
納
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
供
養
塔
、
お
里

姿
見
の
池
な
ど
も
伝
え
ら
れ
、
芝
居
の
世
界
が
今
に
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　
下
市
町
は
高
野
山
に
も
近
く
、
都
か
ら
落
ち
の
び
た
人
々
が
多

く
通
っ
た
場
所
。
千
本
桜
で
知
ら
れ
る
吉
野
と
も
近
く
、
こ
の
後

の
場
面
「
道
行
初
音
の
旅
」
で
は
吉
野
が
舞
台
と
な
り
ま
す
。

　無償の家族愛のゆくえは…

平維盛の妻子と見せかけて、実は権太の苦

衷を見かねて自ら身代わりを進み出た権太

の妻小仙と息子善太。しかし、2人の思いは

権太の死という悲しい結末を招くことに。

後ろ手に縛られた手のあがくさまがこの後

の悲劇を暗示するかのよう…

　顔をそむける、その

　わけは。

「維盛夫婦がきめ迄。いがみ

の権太が生捕ったり討取った

り」と首を差し出しつつも、

顔をそむけ歯をくいしばるい

がみの権太。妻子を差し出す

苦しい胸中がその表情に表さ

れています。

　実は一番の迫力…

　すし屋弥左衛門

恩義ある維盛の首を差し出し

た権太に怒り心頭、刀をとる

父弥左衛門と、それを押しと

どめる妻と娘。弥左衛門は筋

肉隆々、力士のような姿に描

かれています。実は彼、若い

頃は盗賊を働いたならず者。

息子権太の悲劇は、弥左衛門

自身の悪業がその身に報いた

のだという因果応報譚にもな

っています。

義経千本桜
よ し つ ね せ ん ぼ ん さ く ら

すしやの段

　壇の浦の戦いで平家が滅亡したあ

と、すし屋の弥左衛門は恩義のある

平重盛の子、維盛を下男弥助として

かくまう。維盛を訪ねる妻若葉内侍

と嫡男六代君は供の小金吾の奮戦に

より追手から逃れ、偶然にもすし屋

弥左衛門の家で再会する。

　そこに源頼朝の臣、梶原景時が現

れ維盛の詮議をはじめる。弥左衛門

は維盛らを逃すが、息子で<いがみ>

の異名をとる小悪党権太が維盛の首

と内侍親子を差し出す。怒った弥左

衛門は権太を刺すが、実は首は維盛

の身代わりとして用意した小金吾の

もの、内侍親子は権太の妻子だった。

　権太の機知により詮議は切り抜け

られたが、梶原景時が権太に褒美と

して与えた羽織に数珠と袈裟が入っ

ていたのを見た維盛は、出家せよと

の意を悟り、髪を切って妻子と別れ

高野山へ旅立つ。すし屋弥左衛門は

死を目前にした権太と別れ、文覚上

人を頼り旅立つ若葉内侍母子の供を

し、妻や娘とも別れを告げる。

　

二曲一隻屏風/紙本著色/141.0×139.0㎝

赤岡町本町四区所蔵

　大切な小道具

首が入れられた鮨桶。この桶は

権太が母からだまし取った金の

隠し場所となり、その桶がさら

に首の入った桶と取り違えられ

るなど、物語の重要な局面で登

場します。釣瓶鮨の由来となっ

た釣瓶形が特徴。

　首の正体は？

維盛とみせかけて、実は

維盛の妻子をかばい討ち

死にした家臣、小金吾の

首。

４月の蔵の穴で本物を公開中。
鮮やかな衣装も必見です！

土
佐
の
平
家
伝
説

　
高
知
県
下
で
は
馬
路
村
の
平
教
盛
屋
敷
跡
、

越
知
町
横
倉
山
の
安
徳
天
皇
陵
は
じ
め
、
本
川

村
（
現
い
の
町
）
、
池
川
町
（
現
仁
淀
川
町
）

吾
川
村
（
現
仁
淀
川
町
）
な
ど
各
地
に
平
家
落

人
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
赤
岡
に

隣
接
す
る
香
我
美
町
に
は
清
盛
の
甥
、
教
経
が

土
佐
沖
を
通
過
し
た
際
、
荒
波
を
鎮
め
る
た
め

放
っ
た
矢
が
同
町
徳
王
子
の
宮
の
鳥
居
に
さ
さ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
伝
承
が
芝
居
を
よ
り
身
近
な
も
の

に
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

若
葉
の
内
侍

・
維
盛
の
妻

弥
助

（
平
維
盛
）

お
く
ら

・
弥
左
衛
門
の
女
房

弥
左
衛
門

・
す
し
屋
の
主
人

六
代
君

・
維
盛
の
息
子

お
里

・
弥
左
衛
門
の
娘
、
権
太
の
妹

い
が
み
の
権
太

・
弥
左
衛
門
の
息
子

小
仙

・
権
太
の
女
房

善
太

・
権
太
の
息
子

梶
原
景
時

・
頼
朝
方
討
手
の
大
将

すしやの段　登場人物

構
図
の
ヒ
ミ
ツ

　
複
雑
に
人
物
が
か
ら
み
あ
う
こ
の
作
品
。

「
す
し
や
の
段
」
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
場
面

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
同
時
に
、
見
る
者

を
あ
き
さ
せ
な
い
臨
場
感
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
の
一
つ
が
画
面
に
深
い
奥
行
き
を

与
え
て
い
る
透
視
図
法
（
線
遠
近
法
）
。
ル
ネ

サ
ン
ス
期
に
生
ま
れ
た
こ
の
技
法
は
、
十
八
世

紀
に
は
浮
世
絵
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
浮
画
と
呼

ば
れ
て
、
奥
行
を
強
調
し
た
眼
鏡
画
な
ど
と
共

に
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　
画
面
に
迫
力
と
立
体
感
を
表
わ
す
構
図
。
絵

金
の
芝
居
絵
の
背
景
に
は
、
こ
の
技
法
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ

る

べ

す

し

や

や

す

け

まで
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